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大地形 

 安定陸塊…地球上で最も古い陸地で、長い地質時代を通して浸食を受け平坦化した陸地。 

 古期造山帯…今から２億５０００万年前くらいまでに活動していた造山帯で、その後の侵食で

現在では比較的標高は低く、山のかたちもなだらか。 

 新期造山帯…現在活動している造山帯で、山は高くけわしく、地震や火山が多い。 

 ※大地形の形成については、授業で説明します。 

 

問 次の図中のア～セは新期造山帯の山脈を、Ａ～Ｆは新期造山帯の高原を示している。地図帳

で山脈名と高原名を調べて答えよ。  ※山脈名・高原名と場所をしっかりと覚えよう。 

 

 

ア ピレネー山脈 イ アルプス山脈 ウ アペニン山脈 

エ アトラス脈 オ カフカス山脈 カ ザグロス山脈 

キ ヒマラヤ山脈 ク アラスカ山脈 ケ ロッキー山脈 

コ シエラネヴァダ山脈 サ 西シエラマドレ山脈 シ 東シエラマドレ山脈 

ス アンデス山脈   

Ａ アナトリア高原 Ｂ イラン高原 Ｃ パミール高原 

Ｄ チベット高原 Ｅ コロラド高原 Ｆ メキシコ高原 

 

※新期造山帯の山脈は、3000ｍ以上の険しい山々からなっている。山脈、高原とも地震や火山が

多い。上の地図の赤い島々も新期造山帯である。新期造山帯は、環太平洋造山帯とアルプス・ヒ

マラヤ造山帯に二分され、地図帳の p.174で確認しよう。 


